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連 絡 先 （古川）

tell/fax : ０５２‐８２１‐６４６３

ｹｲﾀｲ : ０８０‐５１２４‐６４６３

e-mail : viva_forest@yahoo.co.jp

https://lovelyearth.info/

検索：相生山の四季を歩く会

ﾌﾞﾛｸﾞ：相生山からのメッセージ
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相生山の四季を歩く会 #195

2025.12.14

～ 師走の森に輝いて 冬芽から紅葉までの1年間 ～

・・・注目の道も歩いてみよう

今日出会える 黄葉・冬芽・果実・花・キノコ 11日の下見をもとに

登場順 標準和名 漢字表記 科 観察点・比較対象㋪など

1 コナラ 小楢 ブナ 褐葉、堅果=どんぐり　㋪アベマキ
2 カナメモチ 要黐 バラ 果実、常緑
3 ヒイラギ 柊 モクセイ 花、♀♂別株、常緑  ㋪西洋ヒイラギ
4 サカキ 榊 サカキ 常緑、果実/液果、冬芽=鉤状　
5 ヒメユズリハ 姫楪 ユズリハ 常緑、縁起木　
6 タカノツメ 鷹の爪 ウコギ 黄葉、♀♂別株、落ち葉匂い
7 ハカワラタケ 牙瓦茸 所属未定 ㋪カワラタケ
8 クチナシ 山梔子 アカネ 果実/液果、常緑
9 タブノキ 椨の木 クスノキ 常緑、冬芽
10 ｴﾘﾏｷﾂﾁｸﾞﾘ 襟巻土栗 ﾋﾒﾂﾁｸﾞﾘ ㋪幼→老
11 クロバイ 黒灰 ハイノキ 常緑、幼木
12 ヤマコウバシ 山香ばし クスノキ 落葉せず、冬芽
13 ガガイモ 蘿藦 ｷｮｳﾁｸﾄｳ 果実/袋果→鏡芋、蔓
14 アカメガシワ 赤芽柏 ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ 冬芽/裸芽

15 ﾂｶﾞｻﾙﾉｺｼｶｹ 栂猿の腰掛
ﾂｶﾞｻﾙﾉ
ｺｼｶｹ

針葉樹から発生

16 ソヨゴ 冬青 モチノキ 果実/核果、♀♂異株、常緑
17 シャシャンボ 小小坊 ツツジ 果実/液果、㋪ヒサカキ
18 ガマズミ 莢蒾 ﾚﾝﾌﾟｸｿｳ 対生、果実/核果、冬芽

相生山緑地121.1713ha全図
＆

今日のコース図

状況変化

適宜対応

いまのままの相生山を

ず～～～っと残すために

署名を集めましょう❣

今日まで生きてきて

つくりあげた信頼関係に

広く呼びかけてください。
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相生山

交差点

1 相生口出発 9:40→
2 ホットスポット 9:50
3 ギャップ 10:20
4 「道路」用地 10:45
5 シェルター上 11:00
6 お休み処 11:15
7 展望台跡 11:40
8 コナラ広場着 →11:55

下山畑

交差点

双子池

伊吹展望
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2025 年 11 月 26 日 

名古屋市長 広沢一郎 様 

 

相生山の自然を守る会

相生山の四季を歩く会

プロジェクト相生山 

ラブリーアースＪａｐａｎ

相生山緑地を考える市民の会 

      

 

市道弥富相生山線についての発言を撤回されるよう求めます 

11 月 21 日、市議会本会議の個人質問への答弁にて、市長は一方的に工事の早

期再開を目指す考えを明らかにされました。私たちは大きな失望と憤りをもっ

て抗議し、すみやかな発言撤回を求めるものです。 

 

都市計画決定以降 68 年も経っているのに未だに意見の合意に至らないこと

自体が、この計画の問題点と情勢の変化を示しています。河村前市長は、2010

年名古屋で開催された生物多様性条約第 10 回締約国会議（ＣＯＰ10）を受け

て工事を中止、「これまで産業優先で道路をばかばかつくってきた名古屋の街に

自然を大事にしようという精神でいこうと、それが根本」（2014.12.26）と 

計画廃止を表明されました。 

広沢市長はマニフェストで「河村市政を継承する」と述べ市長になられまし

た。今回の表明によって、相生山緑地の生態系は間違いなく破壊されます。地

域には新たな渋滞や被害が予測され、周辺住民はたいへん心配しています。 

 

自然を一旦破壊したら､元には戻りません。相生山緑地は大都会名古屋にとっ 

て宝であり、未来の市民に残さなければならない財産です。温暖化を緩和する気候 

変動対策が喫緊の課題である今、市は「名古屋市地球温暖化対策実行計画 2030」  

を作成して「緑を増やそう」と施策を進めています。市長の意思は真逆ではない  

でしょうか。 

 

 環境破壊を進める「弥富相生山線整備工事再開」方針の撤回を求めます。 

 

以上 

相生山で活動している団体が共同で、 

市長に申し入れ書を提出しました。 

現在６団体で署名運動を進めています。 


